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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月2日(2012.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像に含まれる各画素の色に基づいて、前記画像を複数のクラスタに分類するクラスタ
リング手段と、
　前記クラスタリング手段で分類された複数のクラスタのうち、背景のクラスタを特定す
る背景クラスタ特定手段と、
　前記クラスタリング手段で同じクラスタに分類され且つ連結する画素群ごとに同一ラベ
ル番号を付与するラベリング手段と、
　前記ラベリング手段で同一のラベル番号が付与されたラベル領域のうち、第１の閾値未
満のサイズのラベル領域を、隣接する前記背景のクラスタでない別のラベル領域に統合す
る第１の統合手段と、
　前記第１の統合手段で統合処理した後、前記ラベル領域から得られる特徴量に基づいて
、隣接する別のラベル領域と統合するか否か判定し、統合すると判定した場合は当該ラベ
ル領域の統合を行う第２の統合手段と、
　前記第２の統合手段で統合処理した後の前記ラベル領域に基づいてベクトルデータを生
成する生成手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　入力画像からグラフィック領域を抽出する領域抽出手段を更に備え、
　前記クラスタリング手段は、前記領域抽出手段で抽出されたグラフィック領域内の画像
を処理対象として、当該グラフィック領域内の画像に含まれる各画素の色に基づいて、当
該画像を複数のクラスタに分類する
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　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記第２の統合手段は、前記ラベル領域から得られる特徴量として、前記ラベル領域の
サイズ、形状、色相、色距離の少なくともいずれかを用いることにより、前記ラベル領域
を隣接する別のラベル領域と統合するか否か判定し、統合すると判定した場合は当該ラベ
ル領域の統合を行うことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記第２の統合手段は、前記ラベル領域のサイズが前記第１の閾値未満であると判定し
た場合、当該ラベル領域と前記隣接する別のラベル領域との色距離が第３の閾値以下であ
るかどうかに基づいて、前記ラベル領域と当該別のラベル領域とを統合するか否か判定し
、統合すると判定した場合は当該ラベル領域の統合を行うことを特徴とする請求項３に記
載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記第２の統合手段は、前記ラベル領域のサイズが前記第１の閾値以上であると判定し
た場合、当該ラベル領域の形状が線形状であるか判定し、線形状であると判定した場合は
更に当該ラベル領域の幅が第２の閾値以下であるか判定し、当該ラベル領域の幅が第２の
閾値以下であると判定した場合は、当該ラベル領域と前記隣接する別のラベル領域との色
距離が第３の閾値以下であるかどうかに基づいて、前記ラベル領域と当該別のラベル領域
とを統合するか否か判定し、統合すると判定した場合は当該ラベル領域の統合を行うこと
を特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第２の統合手段は、前記ラベル領域の形状が線形状でないと判定した場合は更に、
当該ラベル領域のサイズが第４の閾値以下であるか判定し、当該第４の閾値以下でないと
判定した場合は当該ラベル領域の統合は行わず、当該第４の閾値以下であると判定した場
合は、更に、前記ラベル領域と前記別のラベル領域との色相差が第５の閾値以下であるか
判定し、当該第５の閾値以下でないと判定した場合は当該ラベル領域の統合は行わず、当
該第５の閾値以下であると判定した場合は、当該ラベル領域と前記隣接する別のラベル領
域との色距離が第３の閾値以下であるかどうかに基づいて、前記ラベル領域と当該別のラ
ベル領域とを統合するか否か判定し、統合すると判定した場合は当該ラベル領域の統合を
行うことを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第２の統合手段は、前記ラベル領域を、当該ラベル領域との色距離が第３の閾値未
満であると最初に判定された別のラベル領域と統合することを特徴とする請求項４に記載
の画像処理装置。
【請求項８】
　前記第２の統合手段は、前記ラベル領域を、当該ラベル領域との色距離が第３の閾値未
満である当該ラベル領域に隣接する別のラベル領域の中で、最も色距離が近い別のラベル
領域と統合することを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記第２の統合手段は、前記ラベル領域との色距離が前記第３の閾値未満である別のラ
ベル領域の中で、線形状のラベル領域の端点に接続しているラベル領域を優先して統合す
ることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記第１の統合手段は、前記第１の閾値未満のサイズのラベル領域に隣接する前記第１
の閾値未満のサイズの別のラベル領域がある場合、当該ラベル領域と当該別のラベル領域
とを統合することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【請求項１２】
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　クラスタリング手段が、画像に含まれる各画素の色に基づいて、前記画像を複数のクラ
スタに分類するクラスタリングステップと、
　背景クラスタ特定手段が、前記クラスタリングステップで分類された複数のクラスタの
うち、背景のクラスタを特定する背景クラスタ特定ステップと、
　ラベリング手段が、前記クラスタリングステップで同じクラスタに分類され且つ連結す
る画素群ごとに同一ラベル番号を付与するラベリングステップと、
　第１の統合手段が、前記ラベリングステップで同一のラベル番号が付与されたラベル領
域のうち、第１の閾値未満のサイズのラベル領域を、隣接する前記背景のクラスタでない
別のラベル領域に統合する第１の統合ステップと、
　第２の統合手段が、前記第１の統合ステップで統合処理した後、前記ラベル領域から得
られる特徴量に基づいて、隣接する別のラベル領域と統合するか否か判定し、統合すると
判定した場合は当該ラベル領域の統合を行う第２の統合ステップと、
　生成手段が、前記第２の統合ステップで統合処理した後の前記ラベル領域に基づいてベ
クトルデータを生成するステップと
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
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